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梅雨本番真っ只中の今日も１日中雨とうい天気予報だったので、どうせテニスは出来ない
と思って昨晩は久しぶりに深酒をした処、朝起きてみると雨が降っておらず、これならテ
ニスに行けると思ったら、頭がガンガンと痛い・・・、こちらも久々の二日酔いです。結
局午後２時頃にになってようやく午後のテニスに向かうことができました。いくら最近の
天気予報の精度が上がっているからといって「予報」を鵜呑みにしてはいけないのだと言
う教訓を得た出来事でした。まあ、予報に関係なく深酒をしなけれいい話なのですが。

副業への労働者の意識は？～(独)労働政策研究・研修機構の調査より～

平成３０年１月に「副業・兼業の促進に関するガイドライン」を策定（令和２年９月に
改定）するなど、政府は副業・兼業（以下、「副業」という）を推進しており、企業にも
そのための対応を求めているところですが、実際には労働者の副業の実施状況や副業への
意識はどのようになっているのでしょうか。

１．副業をしている人は６．０％
独立行政法人労働政策研究・研修機構が実施した「副業者の就労に関する調査」（調査

期間：令和４年１０月３日～１０月１３日。有効回答：１８万８，９８０人（１８～６４
歳の男女））によれば、仕事を持つ人のうち「副業者」（仕事は２つ以上（副業をしてい
る））の割合は６．０％となっており、まだ副業をしている人の割合が高いとはいえない
状況です。
副業者の割合を男女別にみると、男性が５．１％に対して女性が７．４％で、女性の方

が高い割合となっており、年齢による違いはそれほどみられません。副業者の割合を男女
別かつ年齢別にみると、男性は「３０～３９歳」（６．２％）がもっとも高く、「５０～
５９歳」（４．４％）がもっとも低くなっています。一方で女性は、年齢が高いほど副

業をしている割合が高く（４０～４９歳：７．７％、５０～５９歳：８．２％、６０～６
９歳：８．３％）、男女で異なる傾向がみられます。

副業者について、本業（自らが主たる仕事と考える仕事。以下同じ）の就業形態を大括
りにみると、「非正社員」が４１．０％でもっとも高くなっています。

また、主な副業の業種は「宿泊業、飲食サービス業」「医療・福祉」の割合が１０．５
％でもっとも高く、次いで「卸売業・小売業」（１０．３％）、「教育・学習支援業」（
９．８％）などの順となっています。加えて、本業の勤め先に副業をしていることを「知
らせていない」が３７．５％となっており、実際には副業をしていても本業先に伝えてい
ない人も一定数いることがわかります。

２．副業の頻度
主な副業で働く頻度をみると、「週の１～２日程度」の割合が３１．４％とトップで、

以下「週の半分程度」（１８．６％）、「月に数日程度」（１６．７％）と続きます。そ
の他、「週末など本業が休みの日」（１３．２％）、「ほぼ毎日」（１２．５％）、「季
節的など特に人手が必要なときだけ（不定期）」（７．７％）の順となっています。

本業の就業形態別にみると、「正社員」は、「週末など本業が休みの時」（１８．５％）
の割合が他の就業形態よりも高いのが目立ち、頻度の低さが特徴となっています。一方で
「非雇用者」は、「週の半分程度」（２３．８％）、「ほぼ毎日」（１８．３％）など、
他の就業形態よりも頻度が高くなっています。

３．副業を希望する人は約３割
調査数値をみるとまだ広まっているとはいえない副業ですが、同調査で、今後副業をし

たいと思うか尋ねたところ「副業したいと思う」が３３．２％となっています。これは「
副業したいとは思わない」（４６．２％）を下回りますが、副業を希望する理由の上位に
挙がっている「収入を増やしたいから」「定年後に備えるため」の背景にある労働環境が
続いていけば、今後副業の実施状況も変化するかもしれません。

【独立行政法人労働政策研究・研修機構「副業者の就労に関する調査」プレスリリース】
https://www.jil.go.jp/press/documents/20230519.pdf


